
             

法
人
代
表
理
事 

恵
泉
女
学
園
大
学
学
長 

大
日
向 

雅
美 

今
年
の
冬
は
暖
冬
の
予
想
を
違
え
て
、

各
地
に
大
雪
を
も
た
ら
す
な
ど
寒
さ
厳
し

い
日
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

そ
れ
だ
け
に
春
の
到
来
が
待
ち
遠
し
く
思

わ
れ
る
こ
の
頃
で
す
。
皆
様
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？ 

 

本
通
信
も
少
し
間
を
空
け
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
こ
の
間
、
あ
い
・
ぽ
ー
と
に
大

き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
二
つ
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。 

 

ま
ず
一
つ
は
昨
秋
、
念
願
の
「
あ
い
・

ぽ
ー
と
」
二
番
目
の
施
設
を
千
代
田
区 

麹
町
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し 

た
。
千
代
田
区
の
子
育
て
・
家
族
支
援
者

の
皆
様
に
は
活
動
拠
点
と
し
て
の
シ
ン
ボ 

              
ル
タ
ワ
ー
と
も
な
っ
て
、
益
々
の
ご
活
躍

を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
運
営
の

理
念
・
事
業
は
基
本
的
に
青
山
の
「
あ
い
・

ぽ
ー
と
」
と
同
じ
で
す
が
、
カ
フ
ェ
（
藍 

カ
フ
ェ
）
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
プ

ロ
の
皆
さ
ん
が
カ
フ
ェ
マ
ス
タ
ー
と
し
て

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
と
パ
ン
を
提
供
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
近
く
に
い
ら
し
た
ら 

是
非
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
麹
町
に
つ
い
て
は 

 

本
号
の
二
・
三
頁
に
ご
報
告
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

二
つ
目
は
、
青
山
の
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」

が
二
〇
一
六
年
度
末
で
更
新
の
時
期
を 

迎
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
昨
秋
に
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
を
経
て
、
改
め
て
港
区
か
ら
十
年

の
契
約
更
新
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
際
し
て
、
開
設
か
ら
十
三
余

年
を
振
り
返
り
ま
し
た
が
、
老
若
男
女 

共
同
参
画
で
地
域
の
子
育
て
・
家
族
を
支

援
し
よ
う
と
い
う
目
標
が
当
初
通
り
に
、

い
え
、
そ
れ
以
上
の
成
果
を
結
べ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
ひ
と

え
に
支
援
者
の
皆
様
の
お
働
き
あ
っ
て
の

こ
と
に
改
め
て
感
謝
の
思
い
を
深
め
た
こ

と
で
し
た
。 

子
育
て
支
援
は
ま
ず
人
あ
り
き
。
そ
の

思
い
を
も
っ
て
、
青
山
と
麹
町
で
の
本 

法
人
の
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

法
人
理
事
・
人
材
養
成
事
業
全
国
版
世
話
人
代
表 

白
梅
学
園
大
学
学
長 

 
 

汐
見 

稔
幸 

  

名
前
は
伏
せ
ま
す
が
、
あ
る
子
育
て
支
援

施
設
で
の
話
で
す
。 

 

二
歳
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
た
ち
に
型
は
め
の

パ
ズ
ル
を
さ
せ
て
い
た
職
員
が
い
ま
し
た
。

「
い
い
、
こ
う
い
う
形
に
組
み
合
わ
せ
て

つ
く
る
の
よ
」
と
言
い
な
が
ら
見
本
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
二
、
三
度
見
せ
た
後 

「
さ
あ
、
や
っ
て
み
て
ち
ょ
う
だ
い
」
と

子
ど
も
た
ち
に
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。 

で
も
子
ど
も
た
ち
は
初
め
て
の
よ
う
で
、

う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
一
人
の

子
が
飽
き
て
別
の
所
に
行
こ
う
と
し
ま
し

た
。
そ
の
職
員
は
そ
れ
を
ま
た
、
そ
の
子

を
制
止
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。「
今
こ
れ
す

る
ん
で
し
ょ
う
」
と
き
つ
く
言
っ
て
戻
そ

う
と
し
た
の
で
す
。
そ
の
子
は
仕
方
な
く

戻
っ
た
の
で
す
が
、
や
る
気
が
な
さ
そ
う

で
す
。
す
る
と
隣
で
や
っ
て
い
た
女
の
子

が
、
自
分
で
鬼
の
顔
の
よ
う
な
形
を
作
り

だ
し
ま
し
た
。
型
は
め
に
は
興
味
が
な
く

て
、
好
き
な
形
を
作
り
た
か
っ
た
よ
う
で

す
。
面
白
い
形
が
で
き
た
の
で
す
が
、
そ

の
職
員
は
そ
れ
を
見
て
「
何
し
て
る
の
！

ち
が
う
で
し
ょ
！
こ
う
い
う
形
を
作
る
ん

で
し
ょ
」
と
、
な
ん
と
そ
の
子
の
作
っ
た

作
品
を
手
で
壊
し
て
し
ま
い
、「
ち
ゃ
ん
と

や
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
」
と
ま
た
さ
せ
よ
う

と
し
ま
す
。 

   

そ
れ
を
傍
で
見
て
い
た
若
い
職
員
が
い

た
た
ま
れ
な
く
な
っ
て
「
○
○
ち
ゃ
ん
、

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
か
」
と
そ
の
子
を
誘

い
出
し
て
別
の
所
に
連
れ
だ
し
、
な
ん
と

か
そ
の
場
は
収
ま
り
ま
し
た
が
、
気
ま
ず

い
雰
囲
気
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

   

子
育
て
支
援
員
と
い
う
あ
り
そ
う
で
な

か
っ
た
名
称
の
資
格
を
取
得
す
る
制
度
が

始
ま
っ
て
、
各
地
で
実
際
の
研
修
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
狙
い
は
、
こ
う
し
た

対
応
を
す
る
支
援
者
を
な
く
し
て
、
常
に

子
ど
も
と
保
護
者
の
利
益
第
一
に
考
え
て

行
動
す
る
支
援
者
に
皆
な
っ
て
も
ら
い
た

い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
の
研
修
の
内
容

を
み
ん
な
で
考
え
て
、
国
の
責
任
で
形
に

し
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
形
式
や
内
容
を

考
え
る
時
の
有
力
な
モ
デ
ル
と
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
は
、
あ
い
ぽ
ー
と
の
子
育
て
・

家
族
支
援
者
養
成
講
座
で
し
た
。
で
す
か

ら
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
で
行
う
子
育
て
支

援
員
研
修
は
、
全
国
の
中
で
も
注
目
さ
れ

て
い
て
、
そ
の
成
果
に
も
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

   

研
修
修
了
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
実
際
に

支
援
の
現
場
で
研
鑽
を
積
ん
で
も
ら
い
、

ぜ
ひ
も
う
一
度
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

「
春
を
迎
え
て
」 

第 26号 
「あにわにわ」とは、ニュージーランドの 

マオリ語で「虹」を意味しています。 

 

2015.9.20 

特定非営利活動法人あい・ぽーとステーション発行 

代表理事：大日向 雅美・新澤 誠治 

子育てひろば「あい・ぽーと」 
住所：107-0062 東京都港区南青山 2-25-1 

電話：03-5786-3250 ＦＡＸ：03-5786-3256 

Ｅ－ｍａｉｌ：info@ai-port.jp 

ＵＲＬ：http://www.ai-port.jp 
 

人材養成事業推進室 
住所：106-0031 東京都港区西麻布 2-24-25-509 

電話：03-6657-8539 ＦＡＸ：03-3499-8539 

Ｅ－ｍａｉｌ：station@ai-port.jp 

ＵＲＬ：http://www.ai-port.jp 

あにわに

わ 

通 信 

地域の子育て支援をつなぐニュースレター 

第 27号 
「あにわにわ」とは、ニュージーランドの 

マオリ語で「虹」を意味しています。 

 

2017.3.1 
 

特定非営利活動法人あい・ぽーとステーション発行 

代表理事：大日向 雅美・新澤 誠治 

住所：106-0031 東京都港区西麻布 2-24-25-509 

電話：03-6657-8539 ＦＡＸ：03-3499-8539 

Ｅ－ｍａｉｌ：station@ai-port.jp 

ＵＲＬ：http://www.ai-port.jp 

子育てひろば「あい・ぽーと」青山 
住所：107-0062 東京都港区南青山 2-25-1 

電話：03-5786-3250 ＦＡＸ：03-5786-3256 

Ｅ－ｍａｉｌ：info@ai-port.jp 

子育てひろば「あい・ぽーと」麹町 
住所：102-0075 東京都千代田区三番町７ 

電話：03-3556-8471 ＦＡＸ：03-3556-8475 

Ｅ－ｍａｉｌ：kojimachi@ai-port.jp 

 

地域の子育て支援をつなぐニュースレター 

「
子
育
て
支
援
員
」 

ス
タ
ー
ト
か
ら
一
年
に
寄
せ
て 

 

 

mailto:info@ai-port.jp
http://www.ai-port.jp/
mailto:station@ai-port.jp
http://www.ai-port.jp/
mailto:station@ai-port.jp
http://www.ai-port.jp/
mailto:info@ai-port.jp
mailto:kojimachi@ai-port.jp


 

カフェ「藍カフェ」 
 

  オープニングセレモニー 2016.10.1 

 
 

2016 年 10 月 1 日（土）、千代田区麹町に子育てひろば「あい・ぽーと」麹町がオープンしました。     

オープン初日、「オープニングセレモニー」が行われ、沢山のご来賓・関係者の皆様がお集まりください

ました。三重奏によるオープニング演奏の後、千代田区長の式辞を始め、千代田区議会議長、千代田区 

子ども・子育て会議の区民委員の方からのご祝辞も頂戴致しました。また、各担当スタッフからは各部屋

の事業紹介を行いました。午後には親子向けの体験講座やプロカメラマンによる親子の記念撮影会など

も開催し、新しく生まれ変わった施設に多くの親子が足を運んでくださいました。 

 

オープニングセレモニーの様子 

石川 雅己千代田区長が 

式辞を述べられました。 

 

 

千代田区児童・家庭支援センター 

所長      新井 玉江  

 

「あい・ぽーと」ステーションの

千代田区の拠点として、子育て 

ひろば「あい・ぽーと」麹町が  

開設したことに大日向先生他、 

スタッフの皆様のご尽力に大変

感謝しております。また、一時 

保育の長時間対応や地域の皆様

との交流の場であるカフェや 

地域交流室など、千代田区の多様

なニーズに応え、子育て支援に 

大いに貢献してくださった事に、

あわせて感謝いたします。 

 

千代田区子ども部 

子育て推進課長  土谷 吉夫 

 

小規模保育室「あい・ぽーと」  

小さな家麹町、皆様のご努力に 

より開設できたこと感謝申し上

げます。 

これも飯田橋・東神田で培ってき

た家庭的保育事業の実績があっ

たからこそだと思っております。 

子育て相談、一時預かり保育、 

地域交流のカフェなど地域子育

て支援事業と一体の特徴を生か

した地域に愛された保育室に 

なればと願っております。 

 

 

千代田区子ども部 

子ども支援課長  加藤 伸昭 

 

子育てひろば「あい・ぽーと」

麹町が無事開設・運営している

ことについて、感謝申し上げま

す。ひとえに、大日向先生をはじ

め、ＮＰＯあい・ぽーとスタッフ

全員のご尽力の賜物でございま

す。 

 区では、平成 28 年４月現在

3,283 人いる０～５歳の乳幼児

人口が今後も増大すると考えて

おり、小規模保育事業による待

機児童解消や、子育てコーディ

ネターによる子育て相談に応じ

ること等を通じて、この施設が

多くの区民の方々に利用され、

愛されることを切に願っており

ます。 

 

私たち【まちプロ】カフェスタッフが、心を込めて 

オーガニックのおいしいコーヒを提供致します。 

子育てひろば「あい・ぽーと」麹町は、NPO法人あい・ぽー

とステーションが港区青山を拠点として 10 数年にわたって実

施してきた子育て・家族支援活動の実績を基に、千代田区の特

性を活かして多面的な子育て・家族支援を展開することを目指

しています。 

千代田区は官公庁や世界有数の企業が林立する世界屈指の国

際都市であり、時代の先端をいく多様な働き方や生活スタイル

が営まれています。その一方で江戸開府 400余年の歴史を有し、

地域に根差した暮らしを大切にしている区民の方々も少なくあ

りません。 

こうしたダイバーシティに富んだ地域ならではのニーズに応

える子育て支援拠点を築いて、子育てを通して人々が古きもの

と新しいもの、あるいは多文化を交流させることで千代田区に

新たなエネルギーが湧き起こることを願っております。 

 

主な事業は以下の通りです。 

＜地域子ども・子育て支援拠点事業＞ 

（＊は子育てひろば「あい・ぽーと」青山と同一事業・ 

 ☆は麹町の新規事業） 

＊子育てひろば（なないろの部屋） 

＊理由を問わない一時預かり（こみち） 

＊利用者支援 

☆地域交流室（にじの部屋） 

・地域の方々がそれぞれの趣味や活動の一端を親子に紹介披露

するなどを通して、多彩な知恵・知識や技術を子どもと子育て

世代に伝えることを企画予定。 

・恵泉女学園大学と協定を結び、女性のための「生涯就業力」を

磨く講座を展開。 

3 月 10 日（金）18：30～ は女性国会議員と語る女性政策・  

子育て支援施策」も開催。詳細は HPをご覧下さい。 

☆藍カフェ（右に記載）  

＜地域型保育事業＞ 

・0，1，2歳児を対象とする小規模保育（家庭的保育） 

 本法人は千代田区内にすでに飯田橋と東神田の 2 か所で家庭

的保育室を運営。その実績をもとに、麹町では小規模保育室を

開設。待機児対策であると同時に、発達の個人差の大きいこの

年齢の子どもたち一人ひとりを丁寧に保育しています。 

 

まちプロさんが企画運営。 

おいしいコーヒーとパンを 

提供しています。 

ひろば利用の親子だけで 

なく、周辺の住民の方々、 

ビジネスマンやお年寄りも 

気軽に立ち寄って、ゆったり 

過ごしていらっしゃいます。 

 

 

住友生命保険相互会社 社長  

橋本雅博様からの御祝のお花 



【
子
育
て
・
家
族
支
援
者
養
成
講
座

（子
育
て
支
援
員
研
修
）開
催
報
告
】 

 

本
法
人
の
「子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
」

は
、
昨
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の
「子

育
て
支
援
員
研
修
」に
対
応
し
た
講
座
へ
と
順
次
移

行
し
て
お
り
ま
す
（港
区
・千
代
田
区
は
、
本
年
度

よ
り
、
浦
安
市
は
昨
年
度
よ
り
対
応
）。 

 

子
育
て
支
援
員
研
修
に
対
応
し
た
講
座
に
な
る
こ

と
で
、
認
定
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
あ
い
・ぽ
ー
と
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
認
定
証
と
共
に
、
各
自
治
体
の
市
長
・

区
長
名
に
よ
る
「子
育
て
支
援
員
研
修
」の
修
了
証

が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「子
育
て
支

援
員
研
修
」
の
修
了
証
は
、
全
国
共
通
の
も
の
で
、

例
え
ば
、
転
居
等
で
、
他
の
自
治
体
に
移
ら
れ
た
際

に
も
有
効
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
度
ま
で
に
、
各
自
治
体
で
本
法
人
の
認
定
を

取
得
さ
れ
た
方
に
は
、
新
し
い
研
修
制
度
へ
移
行
し

て
頂
く
た
め
の
「確
認
研
修
」
を
順
次
ご
案
内
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
未
履
修
の
方
は
、
是
非
ご
受
講
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 な

お
、
昨
年
度
末
か
ら
は
、
新
た
に
埼
玉
県
戸
田
市

で
も
開
催
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

各
自
治
体
の
講
座
開
催
状
況
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

～
二
〇
一
六
年
度
子
育
て
・
家
族
支
援
者
養
成
講
座 

 
 
 
 
 

（
子
育
て
支
援
員
研
修
）
実
施
状
況
～ 

【港
区
】 

 

港
区
子
育
て
支
援
員
研
修
（地
域
保
育
コ
ー
ス
） 

〔前
期
〕 

 

開
催
期
間:

二
〇
一
六
年
五
月
十
三
日
～
八
月
五
日 

 

認
定
者:

四
〇
名 

〔後
期
〕 

 

開
催
期
間:

二
〇
一
六
年
十
月
七
日
～
十
二
月
十
六
日 

 

認
定
者:

四
〇
名 

【千
代
田
区
】 

千
代
田
区
子
育
て
支
援
員
研
修
（
地
域
保
育
コ
ー
ス
） 

 

開
催
期
間:

二
〇
一
六
年
十
月
七
日
～
十
二
月
十
六
日 

 

認
定
者:

二
十
三
名 

 

【浦
安
市
】 

〔三
級
〕 

 

開
催
期
間:

二
〇
一
六
年
五
月
十
三
日
～
七
月
二
十
九
日 

 

認
定
者:

一
般
コ
ー
ス 

二
十
二
名
、
児
童
コ
ー
ス 

八
名 

 

準
認
定
者:

一
般
コ
ー
ス 

三
名 

〔二
級
〕 

 

開
催
期
間:

二
〇
一
六
年
十
月
七
日
～
十
二
月
九
日 

 

認
定
者:

二
十
二
名 

 

準
認
定
者:

三
名 

 

【戸
田
市
】 

 
開
催
期
間:

二
〇
一
六
年
十
月
七
日
～
二
〇
一
七
年
二
月
二
十
二
日 

 

認
定
者:
三
六
名 

                      

【バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
研
修
情
報
】 

〈港
区
〉 

（会
場
は
全
て
、
「あ
い
・ぽ
ー
と
」二
階
ホ
ー
ル
） 

三
月
一
六
日
（木
）十
四
時
～
十
五
時
三
十
分 

内
容 

乳
幼
児
向
け
の
工
作
遊
び
（仮
） 

講
師 

い
し
か
わ
ま
り
こ
（Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ
レ 

「ノ
ー
ジ
ー
の
ひ
ら
め
き
工
房
」監
修
） 

〈千
代
田
区
〉 

三
月
二
十
八
日(

火
）十
六
時
～
十
七
時
三
十
分 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向 

雅
美 

会
場 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」麹
町 

〈浦
安
市
〉 

〔支
援
者
〕 

三
月
十
三
日
（月
）十
四
時
～
十
五
時
三
十
分 

内
容 

乳
幼
児
向
け
の
工
作
遊
び
（仮
） 

講
師 

い
し
か
わ
ま
り
こ
（Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ
レ 

「ノ
ー
ジ
ー
の
ひ
ら
め
き
工
房
」監
修
） 

会
場 

戸
田
市
役
所
５
階
会
議
室 

Ｃ
大
会
議
室 

〔ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
〕 

三
月
十
四
日
（火
） 

十
六
時
～
十
七
時
三
十
分 

講
師 

大
日
向
雅
美 

会
場 

市
役
所
４
階
災
害
対
策
本
部
室 

〈戸
田
市
〉 

三
月
十
三
日
（月
）十
四
時
～
十
五
時
三
十
分 

内
容 
乳
幼
児
向
け
の
工
作
遊
び
（仮
） 

講
師 
い
し
か
わ
ま
り
こ
（Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ
レ 

「ノ
ー
ジ
ー
の
ひ
ら
め
き
工
房
」監
修
） 

会
場 

戸
田
市
役
所
５
階
会
議
室 

Ｃ
大
会
議
室 

  

【子
育
て
・ま
ち
づ
く
り
支
援
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

養
成
講
座
（第
５
期
）開
講
情
報
】 

～
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
助
成
事
業
～ 

二
〇
一
七
年
三
月
二
十
三
日
（
木
）
・
二
十
四
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
五
日
（
土
）
・
二
十
八
日
（
火
） 

会
場 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」 

 
 
 
 
 

（
東
京
都 

港
区
南
青
山
及
び 

千
代
田
区
麹
町
）
他 

  

定
年
前
後
の
“男
性
”を
対
象
と
し
た
養
成
講
座

で
す
。
お
知
り
合
い
や
ご
家
族
で
ご
興
味
を
お
持
ち

の
方
に
、
是
非
、
ご
紹
介
下
さ
い
。 

 

【子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
情
報
】 

開
催
予
定 

【港
区
】 

子
育
て
支
援
員
研
修
（第
三
期
） 

二
〇
一
七
年
五
月
十
二
日
（金
）～ 

二
〇
一
七
年
八
月
十
日
（金
） 

【千
代
田
区
】子
育
て
支
援
員
研
修
（第
二
期
） 

二
〇
一
七
年
六
月
七
日
（水
）～ 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
日
（水
） 

【浦
安
市
】 

子
育
て
支
援
員
研
修
（第
一
期
） 

二
〇
一
七
年
五
月
十
九
日
（金
）～ 

二
〇
一
七
年
九
月
十
五
日
（金
） 

【高
浜
市
】 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座 

二
〇
一
七
年
五
月
二
十
一
日
（日
）～ 

二
〇
一
七
年
九
月
三
日
（日
） 

 

※ 

最
新
の
開
催
予
定
及
び
受
講
要
項
等
の
詳
細
は
、
各
自
治

体
の
広
報
紙
や
本
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内
予
定
で

す
の
で
、
そ
ち
ら
で
ご
確
認
下
さ
い
。 

  

新
年
度
の
養
成
講
座
も
、
各
自
治
体
の
皆
様
の
受

講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お
知
り
合
い
の
方
な

ど
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
紹
介
下
さ
い
。 
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